
 

 

 

20 × 20 

 
 

江

戸

時

代

の

古

銭

 

 
 

 
 

 
 

 

僕

は

民

泊

で

江

戸

時

代

の

古

銭

を

学

ん

だ

。

そ

の

こ

と

に

つ

い

て

述

べ

た

い

。

 

一

文

銭

を

二

五

〇

枚

集

め

る

と

一

朱

銀

と

同

じ

価

値

に

な

る

。

そ

の

一

朱

銀

を

四

枚

集

め

る

と

一

分

銀

と

同

じ

価

値

に

な

り

、

さ

ら

に

そ

の

一

分

銀

を

四

枚

集

め

る

と

、

あ

の

有

名

な

、

小

判

と

同

じ

価

値

に

な

る

の

だ

。

ち

な

み

に

、

大

判

は

小

判

一

〇

枚

と

同

じ

価

値

と

言

わ

れ

て

い

る

が

、

実

は

七

，

八

枚

と

同

じ

価

値

な

の

で

あ

る

。

あ

と

小

判

は

、

純

金

で

は

な

い

の

だ

が

金

が

使

用

さ

れ

て

い

る

。

 

江

戸

時

代

は

、

「

四

進

法

」

（

四

つ

で

一

つ

位

が

上

が

る

こ

と

）

だ

っ

た

が

、

現

在

は

「

十

進

法

」

（

十

個

で

一

つ

位

が

上

が

る

こ

と

）

に

な

っ

て

い

る

。

だ

か

ら

江

戸

時

代

の

お

金

は

、

四

枚

集

ま

る

と

一

つ

上

の

価

値

に

な

る

の

で

あ

る

。

（

一

分

銀

四

枚

で

小

判

と

同

じ

価

値

な

ど

）

 
 

 
 

 
 

 

 

最

後

に

、

と

に

か

く

江

戸

時

代

の

お

金

っ

て

超

貴

重

だ

と

い

う

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

 


